


※残幅（影響幅から舗装の絶縁部(側溝・打継目等)まで）が下記の場合は 　※道路を横断施工する際の表層・基層の復旧幅は下記の通りに施工

 　残幅を含め施工 　　車道の場合　3.0m　以上

　車道の場合　90㎝　未満 　　歩道の場合　1.1m　以上

　歩道の場合　50㎝　未満
※残幅及び横断の取扱いについては、裏面を参照してください。

※既存の舗装が上図より厚い場合や既設舗装の状態が著しく悪い場合には、道路管理者と協議してください。
　 協議の際、舗装構成や使用材料の種類及び復旧範囲等、基準以上の指示をする場合があります。
※特殊舗装やインターロッキング等異なる舗装の場合は別途協議して下さい。
※アスファルト舗装で縦断勾配が6％以上の箇所については、表層にギャップアスファルトを使用して下さい。
　 交通量の多い箇所や、交差点内においてもギャップアスファルトの指示をする場合があります。
※仮復旧の期間は1ヶ月以上として下さい。（仮舗装の表層工は4㎝以上の加熱アスファルト混合物舗装）
※区画線の復旧は溶融式としてください。 R7.8更新

占用工事舗装復旧基準断面図
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下層路盤：RC
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上層路盤：M-30

下層路盤：RC
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表層：18-8-20BB

D10@150×150

上層路盤：M-30
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表層：細粒度ｱ ｽ ｺ ﾝ (13)

上層路盤：M-30
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D10@150×150

□ｱ ｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ 舗装
等級1級路線、都市計画路線、上下２車線路線

□ｱ ｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ 舗装
左記以外の路線

□歩道（ｱ ｽ ﾌ ｧ ﾙ ﾄ 舗装）

□歩道（ｺ ﾝ ｸ ﾘ ー ﾄ 舗装）

□ｺ ﾝ ｸ ﾘ ー ﾄ 舗装

(開削幅) (影響幅)(影響幅) (開削幅) (影響幅)(影響幅)

(開削幅) (影響幅)(影響幅)(開削幅) (影響幅)(影響幅)

(開削幅) (影響幅)(影響幅)

RCまたは良質土
(20cm転圧）

RCまたは良質土
(20cm転圧）

RCまたは良質土
(20cm転圧）

RCまたは良質土
(20cm転圧）

Ta＝19.0以上（As2層) H=40cm以上 Ta＝15.3以上 H=40cm以上



R7.8更新

占用工事舗装復旧基準平面図

開削幅

□縦断開削の場合
車道：90cm未満 歩道：50cm未満の場合、残幅も含めて施工してください。

残幅施工となる場合（車道）
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センターライン・打継目等

残幅90cm未満（歩道：50cm未満）

残幅90cm未満（歩道：50cm未満）

□横断開削の場合 (センターラインの無い道路)
基層・表層の施工を下記のとおりとしてください。
車道：3.0m以上 歩道：1.1m以上
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影響幅

＊車道幅の１/２を超える場合、横断開削として扱い、
表層・基層の施工を3.0mとしてくだい。
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【共通事項】
舗装復旧の間隔が3.0未満となる場合は、
基層・表層を施工してください。

□横断開削の場合 (センターラインがある道路)
基層・表層の施工を下記のとおりとしてください。
車道：3.0m以上 歩道：1.1m以上
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＊1車線幅の１/２を超える場合、横断開削として扱い、
表層・基層の施工を3.0mとしてくだい。
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【共通事項】
舗装復旧の間隔が3.0未満となる場合は、
基層・表層を施工してください。

センターライン・打継目等

残幅90cm未満となる場合、
車道全幅復旧としてください。

残幅90cm未満となる場合、
1車線全幅復旧としてください。

開削幅（下層路盤・上層路盤・基層・表層）

影響幅（上層路盤・基層・表層）

横断復旧（基層・表層）


